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あらまし本報告では, uPortalを用いた名古屋大学ポータルの構築を通じて得つつある知

見について. (1)大学ポータルに求められる機鑑(2) uPortalによる実現と国際化(3)名

古屋大学ポータルのプロトタイプシステム,について述べる・このような大学ポータルの構

築は,北米の大学では経営戦略と直結・した形で進められており,独立行政法人化や少子化対

策など,様々な大学改革が行われている我が国においても各大学におけるポータルの構築は
重要になると考えられる.
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Abstract This paper describes the current status of Nagoya University Portal in terms
of (1) the functionalities to be required, (2) the implementation by using uPortal, and (3)
the prototype system. North American higher educational institutions have been started

re-thinking and re-constructing their own Web site, based on each institution's strategy. It

seems to be that Japanese institutions are also going to follow this direction to implement
each institution's strategy in their own portal.
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1　はじめに

近年の情報通信技術の発達により,ギガビッ

トネットワークによるキャンパスネットワークの

高速化や, UNIX系OS, Windows, Macintosh

などで構成される大規模分散教育支援システム

の導入,携帯電話や無線LANなどによるユビ

キタス環境の構築など,大学における教育研究

活動の遂行においで情報通信技術の活用は必要

不可欠なものになっている・これらを活用した

ァプリケ-ションとして,大学・学部・学科・

講座の各レベルごとのWebページや,履修登

録・シラバスなどの学務情報システム,コ~ス

管理システムに代表される講義支援システムな

ど,様々なサービス・コンテンツがWebべ~ス

のアプリケーションとして構築されている・し

かしながら,これらのシステムは,サービスま

たはコンテンツを提供する学内の組織がそれぞ

れの方針の下で構築しているため,全体として

統一感がなく,最悪の場合,それぞれのシステ

ムごとにアカウントが異なり,ユーザはシステ

ムごとに使い分けなければならないという状況

さえ生まれ始めている.これは,それぞれの情

報システムが,情報発信者の視点から構築され

ているためであり,情報発信者の権益を守りつ

っ,ユーザの視点に立ったシステムの統合が必

要になってきている・

このような状況の下,名古屋大学情報連携

基盤センターでは,情報メディア教育センター,

附属図書館,本部事務局,医学部など,学内の各

組織との連携を通じて,学内の様々な情報サー

ビス・コンテンツをユーザが統一的に利用でき

る環境として「名古屋大学ポータル」の構築を

行っている.このようないわゆる水平型ポータ

ルの構築には,オラクル9i AS PortalやIBM

Websphere Portal, Sun ONE Portal Serverな

どの商用システムも利用可能であるが,価格的

な問題および北米での大学ポータルとしての利

用実績からJA-SIG[1]により開発されている

uPortalを採用し,プロトタイプシステムを構

築しつつある.

本報告では, uPortalを用いた名古屋大学ポ

一夕ルの構築を通じて得つつある知見について,

(1)大学ポータルに求められる機能, (2) uPortal

による実現と国際化. (3)名古屋大学ポータル

のプロトタイプシステム,について述べる・

2　大学ポータルに求められる機能

2.1　ポータルとは?

ポータルとは何か?ポータルという言葉が

インターネットの世界で使われ始めた当初は,

ある特定のテーマに関する情報へのリンクを提

供するWebサイトのことを指していた・しか

しながら,現在では,ある特定のテーマに関す

る情報に限らず, 「様々なテーマに関する情報お

よびサービス-の入り口を, 1つの画面に集約

してユーザに表示することで,生産性・利便性を

高めることを目的するWebサイト」というよう

に,より広い概念でポータルという言葉が使わ

れ始めている[2].前者は垂直型(Vertical)ポー

タル,後者は水平型(Horizontal)ポータルと区

別されており,垂直型ポータルを複数束ねたも

のを水平型ポータルと解釈することもできる・

人間の脳の機能は,周囲の環境から感覚器

官を通じて終始送り続けられる無数の情報を峻

別し,フィルターにかけ,不要なものは削除し,

残った情報で精神の構造を構築していると考え

ることができる[3].これと同様に,インタ~

ネットの普及を通じて膨大な情報が得られるよ

うになったことをきっかけとして,ポータルを

通じて膨大な情報に対してフィルターにかけ,

削除することで社会集団(コミュニティ)の精

神構造,つまり, 「文化」を保つ活動がはじまっ

た,ということもできるであろう・

この意味において,ポータルの構築とは,あ

る社会集団の文化を構築することであり,どのよ

うなコミュニティを対象にしたポータルサイトを

構築するかで,そのポータルが持つ特性は大き

く変わってくる.例えば, Yahooは,インターネ

ット上の膨大な情報への入り口を提供してくれ

る一般大衆向けディレクトリ型ポータルである

し,企業情報ポータル(Enterprise Information



Portal)は,社員だけでなく顧客も対象にした

企業活動支援型ポータルである.本研究では

大学,特に,名古屋大学の構成員を対象とした

ポータルの構築について考える.

2.2　大学ポータルの特質

大学ポータルの主なユーザは,大学の構成

員である学生,教員,職員であり,各々が研究

室や教室,学科,学部,研究プロジェクト,部

活動・サークル,委員会など,学内の様々なコ

ミュニティに属している.その結果,各構成員

が様々な役割を担っており,大学ポータルでは

この多面性を支援できる必要がある.また,令

構成員はそれぞれの興味・関心を持っており,大

学ポータルではその多様性を閲覧内容の個人化

を通じて支援できる必要がある.さらに,名古

屋大学の場合,学生・教職員を合わせた全構成

員は約21,000名にも及ぶため,名古屋大学のよ

うな大規模大学のポータルは,万単位のユーザ

の利用を前提としたスケールでのサービス提供

が求められる.最後に,携帯電話やPDAなど

ユーザのアクセス環境は多様化の傾向にあるた

め,複数のデバイスからの情報取得を前提に大

学ポータルを構築する必要がある.

以上,まとめると. (1)多面性の支援. (2)

個人化による多様性の支援. (3)スケ-ラビリ

ティ. (4)マルチデバイス対応,を考慮した機

能が大学ポータルには求められる. 3節で紹介

するuPムrtalはこれらの要求を満足する機能を

有する‥

2.3　北米での動向

北米における高等教育機関では,各大学の

ミッションに従ったWebサイトの再構築を通

じて大学ポータルの構築が検討されており,そ

れにあわせて, YouthStream MediaやMy-

Bytes, Jenzbar.com, Campus Pipelineなど

の企業が高等教育機関に対してWebを利用

したポータルシステムの提供を行っている.ま

た, Click2LearnやHungry Minds, WebCT,

Blackboardなどの企業は,学生向けの教育ポー

タルに特化したWebサイトの構築システムを

提供している囚・

一方で,いくつかの大学が共同でオープン

ソースベースのポータルシステムの開発を進め

ており, JA-SIGによるuPortalやミシガン大学

のCHEF[6], MITのStellar[7],スタンフォー

ド大学のCourse Work[8],ミシガン州立大学の

LON-CAPA[9]などがある.このうち, Stellar,

Course Work, CHEF, LON-CAPAはMITが

進めているOKI (Open Knowledge Initiative)

プロジェクト[10]とも関連している二OKIは,

高等教育機関における教育研究活動を支える大

規模アプリケーション開発を容易にするための

APIを規定する活動を行っており, OKIAPIに

準拠したモジュールであればインターオペラビ

リティが保障され,モジュールレベルでの独自

開発や他システムの利用が可能になる. Stellar

やCHEFはOKIAPIのリファレンスインプ

リメンテーションとしての役割も持っている.

このように,北米の多くの大学では,ポー

タルの潜在的な可能性を急速に認識しつつあり,

独自のポータルを開発しつつある.ルイジアナ

州立大学や,バッファロー大学,ブリティッシュ

コロンビア大学,ワシントン大学などの経験が

EDUCAUSE 2000&2001回で発表されている.

また, EDUCAUSE2002では,ブリティッシュ

コロンビア大学でのポータルに絡むe戦略に関

する発表も行われている1.

3　uPortal

すでに述べたように名古屋大学ポータルの

構築には, uPortalを使用している　uPortal

は,高等教育機関用のポータルを作成するた

めのフレームワークで, Javaクラスのセット

およびXML/XSLドキュメントで構成される

[11. uPortalはJA-SIG(Java in Administra-



tion Special Interest Group)のメンバが協力し

て開発を行っており,無償のリファレンスイン

プリメンテーションとしてuPortalコードが利

用可能になっている2回・

uPortalの主な特徴は(1) Java, XML,

XSLTなど標準的なテクノロジーを用い,オ

ープンソースでシステムが提供される. (2)

webProxyチャネルやRSSチャネルを利用す

ることにより既存のWebベースの情報をチャ

ネルとして提供できる(3) Java Servletによ

りカスタムチャネルを構築できるインターフェ

ースが提供されている, (4　LDAP, Kerberos

などの複数の認証源が利用できる, (5) Ora-

cle, PostgreSQL, MySQLなどのJDBC対応

のRDBMSが利用できる. (6)チャネルの購読

や出版に関する権限を各ユーザに付与するため

のグループパーミッション機能が提供されてい

る. (7)情報チャネル間の協調動作環境の提供

など,主に高等教育機関でのポータル構築に特

化する形で機能強化がなされている.特に,各

大学で開発された情報チャネルなどを共有する

ための仕組みであるJA-SIG Clearinghouseや

JASIG-Portal ML, JASIG-Dev MLを通′じた

コミュニティの存在が重要である.

3.1 JA-SIG Clearinghouse

JA-SIG Clearinghouseは高等教育機関にお

けるJavaデベロツパのコラボレーションを促進

するた桝こ設けられているWebサイトで, Java

を活用したプロジェクトやドキュメント,ツー

ルなどをJA-SIGメンバとベンダーが共有する

ことができる・現在,コロンビア大学,フロリダ
州立大学,プリンストン大学,ブリティッシュコ

ロンビア大学,カルフォルニア大学サンディェ

ゴ校,デラウエア大学,ワシントン大学,エール

大学, Interactive Business Solutions, Inc.など

から66のプロジェクトが登録されており,コ

ンテンツ管理システム,カレンダーシステム,

コース一覧ツール,ブックマークチャネル,天

気チャネル,学生選挙, RSSエディタ, Central

Authentication Service, uPortalなどが利用可

能となっている.

3.2　国際化

uPortal 2.1では, UTF-8スルーな環境が

整備されており,日本語での利用については基

本的に問題はない.しかしながら,以下に述べ

るように,フレ∴ムワークであるuPortalだけ

でなく,各情報チャネルについても必ずしも多

言語環境での利用が考慮されてい考とは言い難

い.その一例をNumber Guessing Gameチャ

ネルを使って紹介する.

Number Guessing Gameは,ある値の間に

隠されている数字を何回で言い当てることがで

きるかを競うゲームで, JavaServletを使用し

たカスタムチャネルとしてインプリメントされ

ている(図1参照).テキストポックスに入力され

た数値が正解の数値より大きい場合はhigher,

小さい場合はIowerという結果が表示される.

Javaで書かれたカスタムチャネルはXMLで

記述されたチャネル情報を出力し, XSLTを使

用したTheme Transformationにより, Web

ブラウザの場合はHTML,携帯電話などの場

合はWMLに変換される[12].

このNumber Guessing Gameチャネルを

日本語化する場合は,まずTheme Transforma^-



tionで使用されるスタイルシートに記述されて

いる英語メッセージを翻訳する必要がある.図

2に示されるように,スタイルシートの翻訳によ.

り,メッセージおよびボタンは日本語化可能であ

る・しかしながら,チャネルタイトル("Number

Guessing GameつおよびJava Servletが出力す

るhigher/lowerは英語のまま表示されている.

前者はデータベースシステムに各種チャネル情

報を保存する際,言語による違いが考慮されて

いないのが原因であり,後者はhigher/lower

がハードコーディングされていることが原因で

ある.このように, uPortalの国際化のために

は,まず,情報チャネルのアグリゲ-ションを行

うフレームワーク部分において,言語に依存し

た各情報チャネルのパラメータを保存するため

のデータベースの多言語対応が必要である.ま

た,カスタムチャネルとしてJavaServletによ

り実現されている情報チャネルにおいてもRe_

sourceBundleを利用し,言語に応じたメッセー

ジ出力が必要となる.これを容易にするために,

各チャネルに対してフレームワークが多言語機

構を提供する必要も考えられる.

現在, uPortalの国際化は問題点の洗い出

しと実現可能性の追求が行われている段階国

で, 2月末に開かれる予定のJA-SIG Developer

Meetingで更なる検討が行われることになって
いる.

4.名古屋大学ポータルの構築

名古屋大学情報連携基盤センターでは, u-

Portalの国際化活動とともに,それを用いた名

古屋大学ポータルの構築を進めている、.名古屋

大学ポータルの目標は,名古屋大学の全構成員

約21,000人を中心に,同窓生約10万人および

市民を含む名古屋大学関係者に対して,名古屋

大学が提供する学術情癖やサ丁ビスなどあらゆ

る情報サービスの拠点となることである.

ここでは,現在構築中のプロトタイプシス

テムについて,システム構成,推進体制,構築

予定のチャネルについて述べる.

4.1　システム構成

システムのフロントエンドなるuPortalサー

バとして, Sun Fire V480 (UltraSparc IIICu

900MHzx2, 4GBメモリ, 72GB内臓HDD,

327GB外部HDD)を使用している. Webコン

テナとしてApacheTomcat4を,また, uPortal

は2.1+国際化バージョンを使用している.デー

タベースサーバとしては, Dell PowerEdge 2500

を2台使用し,それぞれにPostgreSQL 7.2を

インストールしている.

現在構築中のシステムは試験運用を前提とし

ており,ユーザの様々な情報が格納されるデー

タベースサーバのみ冗長構成としている.将来

的には,レイヤ4スイッチを導入し,フロント

エンド部の冗長構成も行う予定である.

4.2　推進体制および構築予定のチャネル

現在構築中の名古屋大学ポータルは,情報連

携基盤センター内の大学ポータル専門委員会を

中心に進められている.委員会は,情報メディ

ア教育センター,附属図書館,医学部,情報連

携基盤センターの各教官,事務局の総務部企画

広報室・事務情報推進室,経理課情報処理課,学

務部学務課学務情報システム開発推進室の各事

務官,情報連携基盤センター技官で構成されて

い蝣&.

ポータルインフラWG,学務情報WG,電

子図書館WG,ストリーミングwG,全学・部

局チャネルWG, WebCT WGのサブグループ

に分かれており,それぞれ次のサービスを中心

に検討している.インフラWG: uPortalおよ

び全学Ip・メールサービス,学務情報WG :シ

ラバス・休講情報などを提供する学務情報チャ

ネル,電子図書館WG :データベース検索サー

ビス(図富文献),電子ジャーナル未電子化図

書の電子化の閲覧,図書貸出状況確認等,スト

リーミングwG :名古屋大学内で作成されて(、

る映像コンテンツの配信, CNNやBBCなどの

学内配信サービス,全学・部局チャネルWG:名

大ホームページのuPortal化全学・部局-ツド

ラインチャネル等, WebCTWG:情報メディア



教育センターが提供するWebCTとの連携サー

ビス.

5　まとめ

本報告では,現在構築中のuPortalを用いた

名古屋大学ポータルについて述べた.本ポータ

ルは2003年4月から試験稼動する予定である.

詳しくはhttp://mynu.jp/をご覧頂きたい・
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